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作詞：朝倉修　

１　めぐる季節 (きせつ)の　陽光 (ひかり)を浴 (あ)びて　
眺 (なが)めてみよう　このまちを
多摩 (たま)の流 (なが)れは　さわやかに
やさしく香 (かお)る　ナシの花 (はな)
自然 (しぜん)がいっぱい　みんなの稲城 (いなぎ)　
大空 (おおぞら)見上 (みあ)げながら　手 (て)をつなぎ歩 (ある)こう
　　
２　そよ吹 (ふ)く風 (かぜ)に　耳 (みみ)を澄 (す)ませて
感 (かん)じてみよう　このまちを
イチョウ (いちょう)の木々 (きぎ)は　緑映 (みどりは)え
翼 (つばさ)広 (ひろ)げる　チョウゲンボウ (ちょうげんぼう)　　
しあわせいっぱい　みんなの稲城 (いなぎ)
夢 (ゆめ)を探 (さが)しながら　手 (て)をつなぎ歩 (ある)こう

３　ふれあう人 (ひと)の　声 (こえ)に誘 (さそ)われ
見 (み)つめてみよう　このまちを
絵巻 (えまき)と開 (ひら)く　里神楽 (さとかぐら)
未来 (みらい)へ伸 (の)びる　街並 (まちな)みよ
ときめきいっぱい　みんなの稲城 (いなぎ)
絆 (きずな)を深 (ふか)めながら　手 (て)をつなぎ歩 (ある)こう
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